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１．研究計画の概要 

共役リノール酸は発ガン抑制や抗肥満などの効果

が報告されている。本研究では共役リノール酸の

生成に関わる遺伝子を家畜に導入してやれば、畜

肉や乳汁中に共役リノール酸が蓄積し、それを摂

取することで人の健康によい家畜を作出できるの

ではないかと考えた。 

 

２．研究の進捗状況 

ウ シ の 腸 内 嫌 気 性 細 菌 (Propionibacterium 

acnes)から単離されたリノール酸異性化酵素遺伝

子(PAISOM)を哺乳類細胞で発現でき、かつその発

現を容易に EGFP 蛍光でトレースできるように、β

アクチンプロモーターの下流に PAISOM、IRES およ

び EGFPさらに neoｒを連結したベクターを作成し

た（βact/PAISOM/IRES/ EGFP/(neoｒ)）。一方、

遺伝子を導入する細胞には、脂肪を蓄積する脂肪

細胞への分化能を有する筋衛星細胞を用いた。筋

衛星細胞は、と殺した子ウシの頚部の筋組織から

得た。βact/PAISOM/IRES/ EGFP/(neoｒ)を単離し

たウシ筋衛星細胞に GeneJammer を用いて導入し

た。遺伝子導入細胞はまず G418 で選択した。さら

に EGFP 蛍光を調べることで細胞株の遺伝子発現

の確認を行ない、4継代した後も EGFP 蛍光が確認

できる細胞を得て、安定的に遺伝子が導入された

細胞株とした。これら遺伝子導入細胞は染色体数

が正常で、アポトーシスを起こしていない正常な

細胞であることを確認した後、さらに培養を継続

した。これら細胞を、インスリン、デキサメタゾ

ンおよびオクタン酸で処理して脂肪細胞へ分化さ

せて脂質蓄積の有無を確認した。遺伝子導入の有

無にかかわらず、細胞内の脂質蓄積が確認できた。

さらに、これら脂質を蓄積した細胞を 10cm ディッ

シュ 100 枚規模で大量培養し、脂質を抽出した。

現在、脂質中の共役リノール酸量を解析している。

さらに、この遺伝子導入細胞を用いてクローン胚

を作製している。 

 

３．現在までの達成度 

③やや遅れている。 

共役リノール酸生成酵素遺伝子の取得に思いの外

時間を要した。また、ガスクロマトグラフィーに

よる共役脂肪酸の濃度測定は極めて大量の脂質量

を要することから、細胞の大量培養に経費と時間

を割かざるを得なくなっている。 

 

４．今後の研究の推進方策 

得られた細胞株での共役リノール酸含量について

検討している。ガスクロマトグラフィーによる共

役脂肪酸の濃度測定は極めて大量の脂質量を要す

るため、現在遺伝子導入細胞の大量培養を行って

いる。また、共役リノール酸生成量の多い細胞に

ついて、ウシ卵子に核移植しクローン胚を生産す

る予定である。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者には下

線） 
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